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糖尿病性腎症重症化予防プログラムの
改定について

参考資料１

令和7年１１月１９日(水）開催
令和7年度富山県透析患者等発生予防推進ワーキング
グループ資料
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富山県糖尿病性腎症重症化予防プログラムについて

〇H28年に日本医師会・日本糖尿病対策推進会議・厚生労働省の三者で糖尿病性腎症重症化予防
に係る連携協定が締結され、糖尿病性腎症重症化予防プログラムが策定。

〇これを受けて「富山県糖尿病性腎症重症化予防プログラム」を策定（H29策定、R2改定）

重症化予防に向けた取組の考え方や標準的な内容を示すとともに、関係機関の連携体制を構築
し、市町村国保等の保険者における事業の円滑な推進を支援するもの。

【取組内容】
①糖尿病が重症化するリスクの高い未受診者、治療中断者に対して保険者が医療機関への受診勧奨や保健
指導を行い、継続的な治療につなげる。
②糖尿病性腎症で通院する者のうち、重症化するリスクの高い者に対して、保険者が医療機関と連携して保
健指導を行う

糖尿病の未治療者・治療中断者

医療機関への受診勧奨

生活習慣の改善を促す保健指導

糖尿病の治療中の者

医療機関と連携して生活習慣の改善や療養
についての指導

保険者における取組

１ ２

●生活習慣の改善 ●良好な血糖コントロールの維持●合併症の発症・進展の予防など

●腎不全、人工透析の移行を予防 ●健康寿命の延伸
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（１）国プログラム改定内容及び県、市町村国保、後期高齢者医療保険等における糖尿病対策の実態を踏まえ
た内容に改定し、推奨基準として示す。

（２）現在の糖尿病重症化予防の取組を基盤とし、さらなる糖尿病対策の充実の推進を図る。

富山県糖尿病性腎症重症化予防プログラムの改定について

【国】糖尿病性腎症重症化予防プログラムの改定のポイント

①対象者の年齢層（青壮年・高齢者）に応じた取組の推進 
⇒ ライフコースアプローチの観点を踏まえたライフステージに応じた取り組みを推進することが重要 

②関係者（市町村・都道府県・広域連合・地区医師会・国保連等）の連携に向けた役割の提示 
⇒ ライフステージに応じた取り組みを推進するため、被用者保険の取組との連携やかかりつけ医療機関等 
（専門医等）との連携強化、地域で活動する専門職等との情報共有など

③対象者の抽出基準と対象者の状態に応じた介入方法の例示 
⇒ 介入の優先順位を適切に検討するために、未治療、治療中などの治療状況に応じた対象者の把握方法、 
健診結果（腎障害、血圧など）を踏まえた対象者の抽出基準と介入方法の一覧表を提示

④市町村、都道府県等が設定する評価指標例の提示 
⇒ 市町村・都道府県それぞれの評価事項の明示、対象者ごとだけでなく、対象者全体（集団）での評価

令和6年3月の国プログラム改定を踏まえ、「富山県糖尿病性腎症重症化予防プログラム」を改定する。

【県】糖尿病性腎症重症化予防プログラムの改定の方向性
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スケジュール（案）

ワーキンググループ
透析患者等発生予防推進事業連絡協議会

事務局

R7年
11月19日

●第1回ワーキンググループの開催
（プログラム改定案の検討）

意見の取りまとめ

12月 ・WG意見を踏まえ、関係機
関に改定案の意見照会
・改定案の修正

R8年
1月

●ワーキンググループ委員への改定案に関
する意見照会

・意見をもとに修正

2月～3月 ●透析患者等発生予防推進事業連絡協議会
（改定案（最終版）の報告）

3月 県プログラムの改定

R8年4月 県プログラムの普及
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